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竹
林
の
持
続
可
能
な
保
全
と
価
値
向
上
！ 

 

！ 

 

コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
、
課
題
と
展
望
！ 

国
産
メ
ン
マ
が
日
本
の
竹
林
を
救
う
？ 

 

食
糧
自
給
と
竹
林
整
備
の
二
兎
を
追
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

竹
に
経
済
価
値
が
付
け
ば
竹
林
に
再
び
人
の
手
が
入
り
、
整
備
が
進
み
、
放
置
竹
林
も

解
消
さ
れ
る
。
国
産
メ
ン
マ
は
そ
ん
な
竹
問
題
解
決
の
救
世
主
と
な
る
か
？ 

国
産
メ
ン
マ
に
期
待
す
る 

近
頃
、
国
産
メ
ン
マ
の
需
要

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ク
ラ
フ
ト
メ
ン
マ
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
発
足
、
す
で
に
全

国
35
都
府
県
１
２
１
の
個
人
、

団
体
が
参
加
し
て
い
る
と
い

う
。
原
料
は
２
ｍ
ぐ
ら
い
に
伸

び
た
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
や
ハ
チ

ク
、
マ
ダ
ケ
の
筍
で
、
現
在
は

殆
ど
利
用
さ
れ
ず
捨
て
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
が
メ

ン
マ
に
加
工
す
る
こ
と
で
１

本
の
筍
か
ら
何
倍
も
の
経
済

価
値
が
創
出
で
き
る
と
い
う
。

ご
は
ん
や
酒
の
肴
に
、
あ
る
い

は
ラ
ー
メ
ン
の
具
と
し
て
更

な
る
需
要
も
期
待
で
き
る
と

い
う
。 

放
置
竹
林
の
拡
大
要
因 

最
盛
期
、
国
産
筍
の
生
産
量

は
16
万
ト
ン
（
95
年
）
あ
っ

た
。
そ
れ
が
今
で
は
輸
入
筍
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
国
産
筍
は

わ
ず
か
２
万
ト
ン
（
21
年
）
に

ま
で
落
ち
込
み
、
一
部
の
産
地

を
除
き
壊
滅
状
態
に
あ
る
。
こ

れ
が
放
置
竹
林
拡
大
の
元
凶

の
一
つ
で
あ
る
。
竹
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
で
は
こ
れ
ま
で
『
た
け
の

こ
堀
大
会
』
や
『
筍
料
理
教

室
』
、
『
た
け
の
こ
す
る
め
』

な
ど
国
産
筍
の
消
費
拡
大
に

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
未
だ
解
決
へ
の

道
の
り
は
遠
い
の
が
実
情
で

す
。 

持
続
可
能
な
保
全
活
動
に
向
け 

一
方
、
少
子
高
齢
化
は
益
々

進
み
、
加
え
て
持
ち
出
し
だ
け

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

限
界
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
活
動

資
金
の
先
細
り
等
課
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
広
が
っ
て
き
た
「
ク
ラ
フ

ト
メ
ン
マ
」
。
竹
フ
ァ
ン
も
こ

の
土
俵
に
上
が
り
、
竹
林
保
全

の
新
し
い
景
観
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年

よ
り
中
井
を
中
心
に
筍
増
産

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て

い
ま
す
。
来
年
か
ら
の
筍
掘
り

イ
ベ
ン
ト
の
再
開
と
併
せ
、
二

毛
作
で
、
筍
の
付
加
価
値
向
上

に
努
め
、
竹
林
の
持
続
的
な
保

全
と
価
値
向
上
に
取
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

理
事
長 

平
石 

眞
司 

１
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９
月
１
日
に
有
志
が
間

伐
対
象
の
竹
１
９
８
本
に

マ
ー
キ
ン
グ
テ
ー
プ
巻
き

付
け
、
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
５
日
間
で
伐
採
を
終

え
、
竹
灯
籠
作
り
、
設
置

と
準
備
作
業
は
１
日
の
雨

以
外
は
天
候
に
恵
ま
れ
順

調
に
進
み
ま
し
た
。 

 

11
月
29
日
に
開
催
さ

れ
る
事
に
な
っ
た
「
チ
ャ

ン
バ
ラ
合
戦
」
と
二
の
丸

広
場
の
使
用
に
つ
い
て

「
小
机
城
の
あ
る
ま
ち
を

愛
す
る
会
」
の
会
長
さ
ん

と
日
吉
台
中
学
校
作
成
の

オ
ブ
ジ
ェ
の
設
置
場
所
を

調
整
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
予
定
通
り
設
置
作
業
は

終
了
し
、
11
月
４
日
の
第

20
回
小
机
城
址
市
民
の

森
竹
灯
籠
ま
つ
り
は
成
功

裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
つ
り
後
の

片
付
け
作
業
で
は
Ｓ
さ
ん

提
案
の
竹
で
ソ
リ
を
作
り
、

更
に
ソ
リ
の
下
に
台
車
を

入
れ
、
集
積
運
搬
作
業
の

効
率
化
を
図
り
、
割
り
作

業
に
入
り
、
年
明
け
１
月

中
に
終
わ
る
予
定
で
す
。 

 

担
当: 

荻
原 

三
男 

 

 

地
球
の
温
暖
化
を
た
っ 

ぷ
り
と
感
じ
た
夏
休
み
明 

け
の
９
月
中
旬
、
サ
ブ
プ 

ー
ル
か
ら
涼
し
げ
に
水
し 

ぶ
き
音
と
コ
ー
チ
の
小
気 

味
よ
い
リ
ズ
ム
の
声
が
あ 

り
ま
し
た
。
竹
取
協
力
隊 

も
そ
れ
に
乗
っ
て
と
行
き 

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
竹 

林
は
汗
を
か
き
つ
つ
小
休 

止
の
連
続
で
す
。
刈
払
機 

で
あ
ず
ま
や
屋
奥
の
下
草 

刈
り
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
法 

面
足
場
用
の
材
料
を
確
保
。 

10
月
は
15
年
以
上
前
、

一
度
法
面
に
設
け
た
２
～

３
段
の
足
場
の
復
活
作
業
。 

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人 

口
増
で
子
供
た
ち
の
格
好 

の
遊
び
道
具
と
な
っ
て
園 

路
に
置
か
れ
た
り
し
て
支 

障
が
出
る
状
態
と
な
っ
た
。 

そ
こ
で
安
全
上
撤
去
し
て 

今
日
ま
で
竹
林
整
備
や
竹 

灯
籠
の
設
置
が
困
難
な
状 

態
が
つ
づ
い
た
。
時
代
が 

す
す
み
子
供
達
の
遊
び
に 

も
変
化
も
見
ら
れ
元
に
戻 

し
ま
し
た
。
深
秋
11
月

25
日
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
使
用

で
間
伐
が
進
み
ま
し
た
。

稈
の
下
部
は
前
回
の
足
場

を
さ
ら
に
延
長
し
、
上
部

は
今
後
の
四
ツ
目
垣
改
修

材
に
利
活
用
し
ま
す
。
新

し
い
年
は
辰
年
、
活
力
旺

盛
に
な
る
年
で
す
が
皆
さ

ん
お
元
気
で
楽
し
く
活
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

担
当
：
根
岸
秀
行 

 

 

今
秋
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン 

ド
に
面
し
て
い
る
マ
ダ
ケ 

林
の
整
備
。
順
調
に
生
育 

し
て
い
る
竹
林
は
太
い
古 

竹
や
細
竹
に
曲
が
っ
た
竹 

な
ど
な
ど
、
あ
た
か
も
間 

伐
の
順
番
待
ち
し
て
い
る 

模
様
。
そ
れ
ら
を
切
り
運 

び
出
し
チ
ッ
パ
ー
処
理
用 

に
枝
を
落
と
し
３
メ
ー
ト 

ル
に
切
断
集
積
し
ま
す
。 

日
当
た
り
の
良
い
法
面
に 

は
蔦
が
繁
茂
し
細
竹
に
絡 

み
つ
き
伐
採
除
去
す
る
の 

に
超
難
儀
、
達
成
感
の
ご 

褒
美
に
は
小
っ
ち
ゃ
な
ヌ 

ス
ビ
ト
ハ
ギ
の
シ
ー
ル
を 

沢
山
も
ら
い
ま
し
た
。
こ 

う
し
た
こ
ど
も
の
国
の
活 

動
に
自
動
車
で
来
園
参
加 

さ
れ
る
方
、
11
月
よ
り
駐 

車
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

正
面
駐
車
場
か
ら
集
合
場 

所
の
通
用
門
の
中
に
な
り 

作
業
現
場
に
近
く
な
り
ま 

し
た
。 担

当
：
丹
治 

薫 

 

 

中
井
町
の
秋
の
イ
ベ
ン 

ト
「
竹
林
整
備
と
み
か
ん

狩
り
」
を
11
月
23
日
（
祝

木
）
に
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
小
規
模
に
一
般
の
方

４
名
、
会
員
13
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
午
前
中
は
間

伐
で
汗
を
流
し
、
お
昼
は

恒
例
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
、

そ
の
後
は
毎
年
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
武
井
農
園
さ

ん
の
ミ
カ
ン
畑
で
ミ
カ
ン

狩
り
・
野
菜
畑
で
聖
護
院

大
根
や
葱
、
白
菜
、
里
芋

な
ど
の
収
穫
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
子

供
達
も
満
足
そ
う
な
笑
顔

で
一
杯
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
本
格
的
な
間
伐
作
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
な
お
、

間
伐
し
た
竹
は
こ
れ
ま
で

貯
め
込
ん
で
い
た
Ｃ
Ｏ
２

が
一
挙
に
排
出
さ
れ
な
い

方
法
で
処
理
し
て
い
き
ま

す
。
中
井
の
真
竹
林
が
皆

様
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

担
当
：
榮 

千
彰 

  

第
４
回
か
ら
の
管
理
コ
ー

ス
は
、
小
机
城
址
市
民
の

森
で
の
現
地
で
の
実
習
講

座
と
な
り
ま
し
た
。 

９
月
24
日
、
竹
林
の
調

査
・
竹
林
間
伐
の
方
法
。 

10
月
22
日
、
竹
林
間
伐
、

竹
灯
籠
設
置
（
祭
り
の
見

所
の
一
つ
の
天
の
川
の
灯

籠
設
置
） 

11
月
26
日
、
竹
林
調
査

と
間
伐
、
竹
垣
（
竹
穂
垣
）

の
改
修 

12
月
16
日
、
竹
林
の
間

伐
と
冬
の
施
肥 

 

報
告
：
事
務
局 

中
井
町
支
部 

       

の
報
告 

こ
ど
も
の
国
支
部 

      

の
報
告 

小
机
城
址
支
部 

        

の
報
告 

横
浜
国
際
プ
ー
ル
支
部 

竹
の
学
校 

竹
林
管
理
コ
ー
ス 

竹穂垣の改修様子 ２ 



 

                                

                                  

第
20
回
目
と
な
っ
た 

小
机
城
址
市
民
の
森
の
竹 

灯
籠
ま
つ
り
は
、
９
月
か

ら
間
伐
、
竹
灯
籠
の
製
作
、

設
置
、
11
月
４
日
の
ま
つ

り
当
日
の
水
入
れ
、
ロ
ウ

ソ
ク
へ
の
着
火
等
々
、
竹

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
・
桐

蔭
横
浜
大
学
やIV

U
S
A

の

学
生
さ
ん
や
町
内
会
・
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
開
催
さ
れ
、約2

1
0
0

名
の
入
場
者
の
お
客
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ま
し
た
。 

報
告
：
事
務
局 

    

    

    

11
月
19
日
㈰
中
川
西

地
区
セ
ン
タ
ー
で
「
た
け

の
こ
料
理
教
室
」
荒
木
典

子
講
師
の
も
と
、
定
員
一

杯
の
盛
況
、
私
も
今
回
で

四
回
目
の
参
加
で
し
た
。

料
理
メ
ニ
ュ
ー
は
「
筍
を

刻
ん
で
味
付
け
、
詰
め
込

ん
だ
餃
子
」「
筍
を
混
ぜ
た

地
産
地
消
の
野
菜
餡
掛
け

焼
き
そ
ば
」「
筍
の
中
華
ス

ー
プ
」「
新
鮮
な
横
浜
野
菜

の
サ
ラ
ダ
」
と
盛
り
沢
山
。

何
や
ら
横
浜
の
農
家
か
ら

直
接
ル
ー
ト
で
仕
入
れ
て

居
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
さ
て
料
理
と
な
る
と

私
も
何
や
ら
得
た
い
の
知

れ
ぬ
物
を
食
べ
て
い
る
か

ら
勝
手
が
違
う
。
先
ず
素

材
が
集
め
ら
れ
な
い
。
調

味
料
が
揃
わ
な
い
。
驚
い

た
の
は
キ
ク
ラ
ゲ
で
、
水

で
戻
し
て
い
る
と
は
言
え

大
き
い
の
に
は
び
っ
く
り
、

包
丁
を
使
わ
ず
手
で
千
切

る
の
だ
。
私
も
地
域
の
ケ

ア
プ
ラ
ザ
で
お
年
寄
り
を

相
手
に
（
私
も
十
分
お
仲

間
の
域
だ
が
）
食
事
会
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
が

餃
子
を
包
ん
だ
の
は
初
め

て
、
皮
を
破
ら
な
い
よ
う

に
包
み
込
む
の
に
神
経
を

集
中
し
た
の
だ
が
？
。 

出
来
上
が
り
を
皆
で
試
食
。 

中
々
の
出
来
映
え
で
、 

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。 

 
 

報
告
：
政
所
七
郎 

     

10
月
４
日
（
土
）
株
式 

会
社
阪
急
阪
神
エ
ク
ス
プ 

レ
ス
に
よ
る
環
境
保
全
貢 

献
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
後
４
年
ぶ

り
の
開
催
は
、
老
若
男
女

総
勢
27
名
が
参
加
。
竹
フ

ァ
ン
の
す
ば
ら
し
い
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
全
面
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
も
と
、
午
前
中

は
、
間
伐
を
中
心
に
体
験
、

お
昼
休
憩
に
は
、
竹
筒
で

炊
い
た
温
か
い
ご
飯
を
食

べ
て
も
ら
い
、
午
後
は
引

き
続
き
間
伐
で
汗
を
流
す

組
と
竹
か
ご
や
し
ゃ
も
じ

を
作
る
組
に
分
か
れ
て
活

動
。
講
師
が
良
か
っ
た
せ

い
か
？
大
成
功
。
ケ
ガ
も

な
く
笑
顔
で
帰
路
に
つ
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
継
続
的

に
お
手
伝
い
出
来
た
ら
、

協
働
に
よ
る
日
本
の
原
風

景
復
活
が
加
速
す
る
だ
ろ

う
と
感
じ
ま
し
た
。 

報
告
：
清
木
優
美
子 

メイン会場からＨ地区 

竹
の
学
校 

筍
料
理
教
室 

秋
レ
ッ
ス
ン 

第
20
回
小
机
城
址
市
民
の
森 

 

竹
灯
籠
ま
つ
り 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
（
企
業

の
社
会
貢
献
活
動
） 

 
 

 
 

 

サ
ポ
ー
ト 

天の川 

横浜国際プールの竹灯籠 

まつりが５月開催となります。 

４頁の予定表が変更となって

いますのでご確認下さい。 

３

 
 



 

 

 

 

 

  
 

1 月 9 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の間伐  
10:00～15:00 

1 月 13 日（土） 

協力隊 

中井町   

竹林の間伐と冬の施肥     
10:00～15:00 

1 月 14 日（日） 

協力隊 

小机城址市民の森   

四ツ目垣改修と竹灯籠処理 
10:00～15:00 

1 月 14 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール（南隣接地）   

北山田どんど焼き協力 
9：00～13：30 

1 月 21 日(日) 

協力隊 

横浜国際プール    

竹林の整備と竹垣改修 
10:00～15:00 

1 月 23 日（火） 

協力隊 

こどもの国   

竹林の間伐 
10:00～15:00 

1 月 28 日(日) 

協力隊 

小机城址市民の森   

竹穂垣改修（四ツ目垣）と 

竹灯籠処理   

10:00～15:00 

 

2 月 3 日（土） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の整備 
10:00～15:00 

2 月 4 日（日） 

協力隊 

 

学校管 

小机城址市民の森   

竹穂垣改修（四ツ目垣）と竹

灯籠処理 

竹林の間伐と竹垣改修（四ツ

目垣） 

10:00～15:00 

2 月 10 日（土） 

協力隊 

中井町   

竹林整備と竹垣改修 

10:00～15:00 

 

2 月 11 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール 

四ツ目垣改修 
10:00～15:00 

2 月 13 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の間伐 
10:00～15:00 

2 月 27 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の整備 
10:00～15:00 

 

３月 2 日（土） 

協力隊 

学校管 

 

小机城址市民の森   

竹林の間伐 

筍の保護柵と保護棒立 

竹の活用と修了式 

 

10:00～15:00 

10:00～12:00 

13:00～15:00 

中止 
3 月 3 日（日） 

横浜国際プール 

竹灯籠まつり 5 月開催変更

に伴う中止 
 

3 月 10 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹林の間伐 
10:00～15:00 

3 月 12 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の間伐 
10:00～15:00 

3 月 17 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹林の間伐 
10:00～15:00 

中止 
3 月 23 日（土） 

横浜国際プール 

竹灯籠まつり 5 月開催変更

に伴う中止 
 

3 月 24 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹林の間伐 
10:00～15:00 

3 月 26 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の整備 
10:00～15:00 

3 月 28 日（木） 

協力隊 

中井町   

竹林の整備 
10:00～15:00 

中止 
3 月 30 日（土） 

横浜国際プール 

竹灯籠まつり 5 月開催変更

に伴う中止 

 

3 月 31 日（日） 

協力隊 
横浜国際プール 
竹灯籠つくり 

10:00～15:00 

予定表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校管：竹の学校「竹林管理コース」 ※協力隊：竹取協力隊の定例活動  ※援農隊：竹取援農隊の定例活動  

※イベント：詳細はチラシ又はホームページでご覧下さい。 
 

 

 

 

竹に関する情報は下記宛にご連絡をお願いいたします。 
E-MAIL:office141@takefan.jp  URL:http://takefan.jp TEL&FAX 045-306-9993  

<活動報告>  

10月 12日 横浜市市民協働推進センター「市民団体の会計の基礎

セミナー」参加 

10月 29日 神奈川県水源環境保全・環境フォーラムにおける活動

展「市民事業交流会」出展 

11月 17日 県・森林林業三団体研修会参加 

11月 19日 横浜市環境活動支援センター「安全管理研修」参加 

12月 22日 通信冬号 NO.96発行 

12月 24日 理事会開催 

 【寄付金】 

小机城址市民の森竹灯籠まつりご来場市民の皆様・ 

小机商店街協同組合様・小机城址市民の森愛護会様 

荒木典子様・相野谷くみ子様 

 

竹ゲル作り 
ワークショップ 
を行います 
2024年 
1月 20日（土）・ 
2月 18日（日） 
ホームページの竹工房またはチラシをご覧の上、

お申込み下さい。 

【新入会員紹介】敬称略 下線は竹取協力隊 

無し 

４ 

４ 
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